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❷
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お
わ
り
に

　
東
ア
ジ
ア
比
較
古
文
書
学
の
視
点
か
ら

　

本
稿
で
は
、
宣
旨
お
よ
び
綸
旨
に
つ
い
て
、
日
唐
の
比
較
を
行
っ
た
。
筆
者
は
、
東
ア
ジ
ア
古
文

書
学
の
必
要
性
を
感
じ
、
日
本
の
公
式
令
に
規
定
さ
れ
な
い
様
式
の
文
書
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て

き
た
が
、
本
稿
は
そ
の
一
貫
で
あ
る
。
宣
旨
は
中
国
に
起
源
を
持
ち
、
天
皇
の
口
頭
に
用
い
る
語
と

し
て
大
宝
令
に
規
定
さ
れ
た
が
、
天
皇
固
有
と
い
う
意
味
合
い
は
次
第
に
薄
れ
、
口
頭
と
の
関
係
の

み
が
残
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
奉
勅
上
宣
太
政
官
符
は
、
唐
の
政
事
堂
（
中
書
門
下
）
で
の
合
議
結
果
を
、
宰
相
が
皇
帝

に
上
奏
し
た
奏
状
の
文
言
を
模
倣
し
た
も
の
で
、
藤
原
仲
麻
呂
の
唐
風
化
政
策
の
な
か
で
成
立
し
た

の
で
は
な
い
か
と
見
た
。
一
方
、
綸
旨
も
、
中
国
で
は
皇
帝
の
命
と
い
う
意
味
の
普
通
名
詞
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
が
入
唐
僧
や
仏
教
関
係
の
文
書
を
通
し
て
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
。
当
初
は
、
天
皇
の

命
と
い
う
意
味
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
後
に
そ
の
機
能
は
変
化
し
、
天
皇
の
命
を
蔵
人
が
奉
書
に
記

す
と
い
う
機
能
が
追
加
さ
れ
、
中
世
的
綸
旨
に
転
成
し
て
い
っ
た
と
考
え
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
宣
旨
、
奉
勅
上
宣
太
政
官
符
、
綸
旨
、
東
ア
ジ
ア
比
較
古
文
書
学
、
日
唐
比
較
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は
じ
め
に

　

日
本
の
歴
史
学
に
は
、
古
文
書
学
と
い
う
学
問
分
野
が
あ
り
、
明
治
以
来
、
日
本

史
研
究
を
志
す
者
は
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
学
ぶ
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
絶
え
間
な
い
研
究
が
継
続
し
て
い
る
。

　

こ
の
研
究
分
野
を
牽
引
し
て
き
た
の
は
中
世
史
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
古
文
書
学
を
日
本
に
導
入
し
た
黒
板
勝
美
（
（
（

、
古
文
書
学
を
体
系
化
し
た
相
田
二

郎
（
（
（

、
そ
し
て
現
在
の
到
達
点
と
さ
れ
る
佐
藤
進
一
（
（
（

に
至
る
ま
で
、
一
貫
と
し
て
中
世

史
研
究
者
が
そ
の
責
を
担
っ
て
き
た
と
言
え
る
。

　

一
方
、
古
代
史
分
野
の
文
書
研
究
と
し
て
は
、
公
式
令
が
中
心
と
な
る
。
た
だ
し
、

古
代
史
で
は
、
平
安
中
期
以
降
を
除
け
ば
、
正
倉
院
文
書
な
ど
、
特
殊
な
事
例
以
外
、

文
書
そ
の
も
の
が
残
さ
れ
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
か
ら
、
様
式
の
研
究
が
中

心
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

他
方
、
日
本
の
公
式
令
は
、
隋
・
唐
代
の
公
式
令
に
範
を
求
め
た
た
め
、
日
唐
の

比
較
と
い
う
点
か
ら
、
詔
・
勅
・
移
・
牒
な
ど
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
比
較
が
行
わ
れ

て
き
た
。
こ
こ
で
、中
世
古
文
書
学
に
目
を
移
せ
ば
、古
代
の
文
書
を
参
照
す
る
場
合
、

中
世
に
残
る
文
書
様
式
の
み
が
、
公
家
様
文
書
と
言
う
範
疇
で
検
討
対
象
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、古
代
古
文
書
学
を
提
唱
し
た
の
が
、早
川
庄
八
で
あ
っ

た
。
早
川
は
、
木
簡
を
は
じ
め
、
日
唐
の
比
較
を
含
む
広
い
視
野
か
ら
古
代
の
文
書

に
つ
い
て
研
究
し
、
最
終
的
に
は
宣
旨
に
関
す
る
専
著
を
公
刊
し
た
う
え
で
、
古
代

古
文
書
学
の
必
要
性
を
説
く
こ
と
に
な
っ
た
（
（
（

。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
早
川
の
特
徴
と
し
て
、
宣
旨
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

文
書
主
義
の
背
後
に
存
在
し
た
口
頭
の
世
界
に
着
目
し
た
こ
と
で
あ
る
（
（
（

。
そ
の
後
、

文
書
行
政
と
口
頭
政
務
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
実
態
を
含

め
て
大
き
な
成
果
を
生
み
出
し
た
（
（
（

。

　

こ
う
し
た
な
か
、
筆
者
も
古
代
古
文
書
学
の
必
要
性
を
感
じ
、
論
考
を
発
表
し

た
（
（
（

。
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
に
略
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
筆
者
の
問
題
関
心
に
つ

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

中
世
古
文
書
学
に
お
い
て
は
、
古
代
に
遡
る
い
く
つ
か
の
様
式
、
す
な
わ
ち
、
御

教
書
、
宣
旨
、
綸
旨
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
起
源
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
傾
向

は
弱
い
。
も
ち
ろ
ん
、
中
世
古
文
書
学
に
と
っ
て
起
源
の
問
題
は
、
さ
ほ
ど
重
要
で

な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
検
討
す
る
価
値

が
あ
る
と
考
え
る
。

　

一
方
、古
代
史
側
で
は
、公
式
令
所
載
の
文
書
様
式
に
つ
い
て
、日
唐
比
較
を
行
っ

て
き
た
た
め
に
、
日
本
の
公
式
令
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
様
式
の
文
書
に
つ
い
て
は

関
心
が
薄
く
、
日
唐
の
比
較
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
原
因
は
、
公
式
令

に
規
定
が
な
い
場
合
、『
令
集
解
』
な
ど
の
注
釈
書
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
、
日
唐

の
個
別
具
体
的
な
史
料
の
比
較
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
事
例
の
収
集
を
含
め
て
、
多

大
の
労
力
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
視
点
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
比
較
古
文
書
学
の
問
題
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
文
書
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
古
代
史
で
は
日
唐

の
比
較
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
、
日
韓
の
木
簡
研
究
が
進
展
し

た
た
め
、
文
書
様
式
に
お
い
て
も
、
七
世
紀
に
は
朝
鮮
半
島
の
影
響
が
強
か
っ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
具
体
的
に
は
牒
の
比
較
が
進
ん
で
い
る
（
（
（

。

　

ま
た
、
今
更
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
朝
鮮
半
島
諸
国
が
中
国
王
朝
の
影
響
を
受

け
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
影
響
の
強
弱
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
日
本
と
朝
鮮
と

は
兄
弟
関
係
に
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
つ
ま
り
、
文
書
名
や
様
式
を
比
較
す
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
特
色
が
抽
出
で
き
る
可
能
性
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、他
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
も
中
国
の
影
響
を
広
く
受
け
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

こ
う
し
た
比
較
史
的
検
討
は
朝
鮮
の
み
な
ら
ず
、
他
の
国
々
と
も
可
能
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
の
実
践
は
、
今
後
の
課
題
に
な
る
が
、
本
稿
で
は
以
上
の
認
識

の
下
に
、
宣
旨
と
綸
旨
を
対
象
と
し
て
、
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。
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❶
宣
旨

１　

中
国
の
宣
旨

　

ま
ず
、
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
中
国
の
史
料
に
も
「
宣
旨
」
と
い
う
用
語
が

し
ば
し
ば
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
遡
る
こ
と
は
で
き
る
が
、『
隋
書
』
か
ら

例
を
あ
げ
て
お
こ
う
（
（
（

。
巻
八
十
四
、
列
伝
四
十
九
、
北
狄
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

是
日
、
将
二
高
麗
使
人
一
見
、
勅
令
二
牛
弘
宣
旨
一
謂
レ
之
曰
、「
朕
以
二
啓
民
誠

心
奉
国
一、
故
親
至
二
其
所
一。
明
年
当
レ
往
二
涿
郡
一。
爾
還
日
、
語
二
高
麗
王
一
知
、

宜
下
早
来
朝
、
勿
中
自
疑
懼
上。
存
育
之
礼
、
当
レ
同
二
於
啓
民
一。
如
或
不
レ
朝
、

必
将
二
啓
民
一
巡
二
行
彼
土
一。」
使
人
甚
懼
。
啓
民
仍
扈
従
入
レ
塞
、
至
二
定
襄
一、

詔
令
二
帰
藩
一。

　

勅
を
牛
弘
に
下
し
、彼
は
高
句
麗
の
使
者
に
対
し
て
「
宣
旨
」
を
伝
え
た
。
ま
た
、

巻
七
十
四
、
列
伝
第
三
十
句
、
酷
吏
、
崔
弘
度
に
は
、

煬
帝
即
位
、
河
南
王
為
二
太
子
一、
帝
将
レ
復
二
立
崔
妃
一、
遣
二
中
使
一
就
レ
第
宣
旨
。

使
者
詣
二
弘
昇
家
一、
弘
度
不
二
之
知
一
也
。
使
者
返
、
帝
曰
、「
弘
度
有
二
何
言
一。」

使
者
曰
、「
弘
度
称
レ
有
レ
疾
不
レ
起
。」
帝
黙
然
、
其
事
竟
寝
。
弘
度
憂
憤
、
未

レ
幾
、
卒
。

と
あ
り
、
煬
帝
は
、
即
位
後
、
中
使
（
宮
中
か
ら
の
使
者
）
を
邸
宅
に
遣
わ
し
、
宣

旨
を
伝
え
て
い
る
。

　

今
、
中
華
書
局
標
点
本
に
基
づ
い
て
掲
載
し
た
が
、
鍵
括
弧
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
皇
帝
の
口
頭
に
よ
る
命
令
と
連
動
し
て

宣
旨
と
い
う
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　

次
に
唐
代
の
例
を
見
て
み
よ
う
。『
旧
唐
書
』巻
十
七
上
、本
紀
第
十
七
上
、文
宗
上
、

大
和
二
年
（
八
二
八
）
条
に
は
、

五
月
乙
酉
朔
。
丁
巳
、
命
二
中
使
一
於
二
漢
陽
公
主
及
諸
公
主
第
一
宣
旨
「
今
後

毎
レ
遇
二
対
日
一、
不
レ
得
三
広
插
二
釵
梳
一、
不
レ
須
レ
著
二
短
窄
衣
服
一。」

と
あ
り
、
皇
帝
の
命
を
受
け
た
中
使
が
公
主
の
邸
宅
に
赴
き
、
服
飾
の
禁
制
に
関
す

る
宣
旨
を
伝
え
て
い
る
。
も
う
一
つ
例
を
あ
げ
る
。『
旧
唐
書
』
巻
百
三
十
九
、
列

伝
第
八
十
九
、
陸
贄
伝
で
あ
る
。

贄
知
政
事
、
請
下
許
台
省
長
官
自
薦
属
官
一、
仍
保
任
之
、
事
有
二
曠
敗
一、
兼
坐
二

挙
主
一。
上
許
レ
之
、
俄
又
宣
旨
曰
「
外
議
云
、『
諸
司
所
レ
挙
、
多
引
二
用
親
党
一、

兼
通
二
賂
遺
一、
不
レ
得
二
実
才
一。』
此
法
行
レ
之
非
レ
便
、
今
後
卿
等
宜
下
自
選
択
、

勿
上レ
用
二
諸
司
延
薦
一。」

　

名
宰
相
と
し
て
知
ら
れ
る
陸
贄
が
知
政
事
の
時
、
省
台
の
長
官
が
自
ら
の
属
官
を

下
僚
に
任
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
政
治
が
腐
敗
し
て
い
る
と
、
陸
贄
が
皇
帝
に
奏
上

す
る
と
、
皇
帝
は
そ
の
他
の
意
見
を
聞
き
つ
つ
禁
制
の
宣
旨
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

　

隋
代
と
同
じ
く
、宣
旨
は
皇
帝
の
口
頭
と
深
く
関
わ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、

宣
旨
は
、
王
言
の
種
類
で
は
な
く
、
口
頭
を
強
調
し
た
王
言
一
般
を
示
す
用
語
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、「
口
宣
」「
宣
」
が
、
い
ず
れ
も
皇
帝
が
口
頭
を
用
い

る
と
き
の
表
現
で
あ
る
と
の
先
行
研
究
と
も
一
致
す
る
（
（1
（

。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
隋

代
と
同
じ
く
、「
宣
旨
す
」
な
い
し
「
旨
を
宣
す
」
の
よ
う
に
、
動
詞
と
し
て
読
む

こ
と
も
可
能
な
点
で
あ
る
。
こ
の
点
も
口
頭
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
と
、
無
関
係

で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
他
の
宣
旨
を
含
む
史
料
を
み
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
う

か
が
わ
れ
る
。

　

早
川
は
、
日
本
の
宣
旨
を
検
討
す
る
中
で
、
も
と
も
と
の
日
本
の
宣
旨
は
文
書
に

限
定
さ
れ
ず
、
口
頭
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
重
要
な
事
項
を
明
ら
か
に
し
た

が
、
そ
れ
は
中
国
に
遡
る
性
格
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
中
国
の
宣
旨
が
皇
帝
に
限
ら
れ
る
と
い
う
点
は
、
早
川
を
は
じ
め
と
す

る
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
宣
旨
に
対
す
る
見
解
と
は
異
な
る
。
確
か
に
、
日
本
の
宣
旨

を
俯
瞰
す
る
と
、
天
皇
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
実
は
、
い
く
つ

か
の
宣
旨
研
究
で
は
、
天
皇
に
関
わ
る
と
の
見
解
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
天
皇
と

宣
旨
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
に
も
う
一
度
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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巻
二
十
六
、
世
家
、
巻
第
二
十
六
、
元
宗
二
、
元
宗
五
年
（
一
二
六
四
）
七
月
己
亥

条
に
も
、

宣
旨
曰
、「
自
二
祖
聖
一
以
来
、
全
仗
仏
敎
密
護
延
基
、
夫
仁
王
般
若
偏
為
二
護

国
安
民
一
最
勝
法
文
、
如
レ
経
所
レ
説
百
師
子
等
法
宝
威
儀
乃
道
場
之
急
具
也
。」

な
ど
と
あ
る
。
高
麗
で
も
、
宣
旨
と
口
頭
と
の
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
事
例
で
あ
る

が
、
全
体
的
に
高
麗
の
宣
旨
の
用
例
を
見
渡
し
た
場
合
に
は
、
口
頭
と
の
関
係
を
強

調
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

高
麗
の
場
合
、
宣
旨
を
王
命
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
こ
れ
は
中
国
の
王
命
と
し

て
の
機
能
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
元
王
朝
と
の
関
係
の
上
で
、

諸
侯
王
の
立
場
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
宣
旨
の
名
称
を
変
化
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
王
命
の
名
称
変
化
は
、
高
麗
初
期
に
お
い
て
宋
王
朝

と
の
関
係
か
ら
、
詔
か
ら
教
へ
と
変
化
し
た
こ
と
と（（1
（

同
様
で
あ
る
。

３　

日
本
の
宣
旨

　

日
本
の
宣
旨
に
つ
い
て
は
長
い
研
究
史
が
あ
る
が
、す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

現
在
の
到
達
点
は
早
川
庄
八
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
唐
の
比
較
に
こ

だ
わ
っ
て
き
た
早
川
で
あ
る
が
、
こ
と
宣
旨
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
事
例
に
言
及
し

て
い
な
い
。

　

こ
の
原
因
は
、
早
川
の
著
書
を
通
覧
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
問
題
関
心
が
日

本
の
古
文
書
学
中
の
宣
旨
、
言
い
換
え
れ
ば
中
世
の
宣
旨
を
出
発
点
に
し
、
そ
の
命

令
伝
達
過
程
、
そ
し
て
機
能
を
解
明
す
る
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
求

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
早
川
は
宣
旨
が
口
頭
に
関
わ
り
、
文
書
に
限
定
さ
れ
な
い
と

い
う
重
要
な
指
摘
を
行
っ
た
が
、
中
世
文
書
と
し
て
の
宣
旨
研
究
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ

て
い
な
か
っ
た
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。こ
う
し
た
点
を
確
認
し
た
う
え
で
、

天
皇
と
宣
旨
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
初
期
の
研
究
に
お
い
て
は
、
宣
旨
と
天
皇

の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
相
田
二
郎
は
「
外
記
弁
官
か
ら
更
に
そ

２　

高
麗
の
宣
旨

　

高
麗
で
も
国
王
の
命
令
に
宣
旨
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

が
、
も

う
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

　
『
高
麗
史
』
巻
二
十
八
、
世
家
、
忠
烈
王
一　

忠
烈
王
元
年
（
一
二
七
五
）
十
月

庚
成
条
（
（1
（

に
は
、

王
之
未
レ
為
レ
王
也
、
不
レ
称
二
太
子
一
而
称
二
世
子
一、
国
王
之
命
旧
称
二
聖
旨
一、

今
称
二
宣
旨
一、
官
号
之
同
二
於
朝
廷
一
者
、
亦
其
比
也
。

と
あ
り
、
事
元
期
に
は
、
元
皇
帝
の
娘
の
降
嫁
を
受
け
、
太
子
と
称
さ
ず
世
子
と
称

し
て
い
た
こ
と
、
国
王
の
命
は
も
と
聖
旨
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
宣
旨
と
称
し
て
い

た
と
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
巻
二
十
八
、
世
家
巻
第
二
十
八
、
忠
烈
王
一　

忠
烈
王
二
年
三
月
甲

申
条
に
は
、

達
魯
花
赤
詰
レ
之
曰
、
称
二
宣
旨
一、
称
レ
朕
、
称
レ
赦
、
何
僭
也
。
王
使
下
僉
二
議

中
賛
金
方
慶
・
左
承
宣
朴
恒
一
解
上レ
之
曰
、
非
二
敢
僭
一
也
。
但
循
二
祖
宗
相
伝

之
旧
耳
一。
敢
不
レ
改
焉
。
於
レ
是
改
二
宣
旨
一
曰
二
王
旨
一、
朕
曰
レ
孤
、
赦
曰
レ
宥
、

奏
曰
レ
呈
。

と
見
え
、
翌
年
、
ダ
ル
ガ
チ
の
詰
問
に
よ
り
、
宣
旨
・
朕
・
赦
が
僭
称
で
は
な
い
か

と
問
題
と
な
り
、
結
局
、
宣
旨
を
王
旨
、
朕
を
孤
、
赦
を
宥
、
奏
を
呈
に
変
更
し
た

と
い
う
。
元
側
の
論
理
で
は
、
宣
旨
は
中
国
皇
帝
の
み
が
使
用
で
き
る
王
命
で
、
諸

侯
王
が
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、元
と
の
服
属
関
係
に
よ
り
、

高
麗
の
王
命
表
記
が
変
化
し
た
の
で
あ
る
（
（1
（

。
こ
の
一
件
は
、
中
国
王
朝
の
宣
旨
観
を

よ
く
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
聖
旨
よ
り
も
宣
旨
の
方
が
王
言
と
し
て
は
格
下
で
あ
っ

た
と
認
識
さ
れ
て
い
た
点
も
読
み
取
れ
る
。

　

一
方
、巻
十
三
、世
家
巻
十
三
、睿
宗
二
、四
年
（
一
一
○
九
）
五
月
庚
戌
条
に
は
、

下
二
宣
旨
一
曰
、「
朕
以
二
凉
徳
一、
謬
二
御
三
韓
一、
于
レ
今
五
載
。
然
政
不
レ
足

レ
綏
二
百
姓
一、
威
不
レ
足
レ
制
二
多
方
一、
故
宵
旴
憂
レ
勤
、
未
二
敢
遑
安
一。」
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の
勅
旨
を
伝
宣
す
る
為
に
出
す
文
書
を
宣
旨
と
申
し
た
」
と
し
た
（
（1
（

。
こ
の
点
は
、
佐

藤
進
一
の
古
文
書
論
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
（
（1
（

。

　

一
方
、
宣
旨
が
勅
旨
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
見
解
は
、
土
田

直
鎮
が
「
宣
旨
に
は
、
大
別
し
て
奉
勅
と
上
宣
と
の
二
種
が
あ
る
」
と
明
確
に
指
摘

し
（
（1
（

、
以
降
、
お
お
む
ね
こ
の
見
解
を
踏
襲
し
て
い
る
（
（1
（

。

　

筆
者
も
、
宣
旨
全
体
を
俯
瞰
し
た
場
合
、
こ
の
見
解
に
異
を
唱
え
る
つ
も
り
は
な

い
。
し
か
し
、
宣
旨
と
口
頭
と
の
関
係
が
中
国
に
遡
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
律
令
の

編
纂
者
が
皇
帝
と
宣
旨
の
関
係
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
い
さ
さ
か
考
え
が
た
い
。
そ

こ
で
、
も
う
一
度
、
天
皇
と
の
関
係
か
ら
見
直
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
下
で
検
討
し
て
み
た
い
。

　

管
見
の
か
ぎ
り
、「
宣
旨
」
の
も
っ
と
も
古
い
用
例
は
令
文
に
あ
る
。
養
老
職
員

令
２
太
政
官
条
に
は
、

太
政
大
臣
一
人

（
中
略
）

左
大
臣
一
人
。（
中
略
）
大
納
言
四
人
。
掌
、
参
二
議
庶
事
一、
敷
奏
、
宣
旨
、
侍
従
、
献
替
。

（
中
略
）、
少
納
言
三
人
、
掌
、
奏
二
宣
小
事
一。（
後
略
）

と
あ
り
、
大
納
言
は
天
皇
に
奏
上
し
（
敷
奏
）、
天
皇
の
命
を
宣
告
す
る
（
宣
旨
）

と
の
職
掌
が
み
え
る
。
こ
の
場
合
は
、
参
議
・
敷
奏
・
宣
旨
・
侍
従
・
献
替
と
も
に

動
詞
と
し
て
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
と
同
文
が
、
大
納
言
の
人
数
を
削
っ
て
中
納
言
を
新
設
し
た
『
続
日
本
紀
』

慶
雲
二
年
（
七
○
五
）
四
月
条
や
『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
、
加
減
諸
司
官
員
幷
廃
置

事
、
慶
雲
二
年
四
月
十
七
日
勅
に
見
え
る
か
ら
、
大
宝
令
に
存
在
し
た
こ
と
が
裏
付

け
ら
れ
る
。

　

一
方
、
少
納
言
は
、
小
事
を
奏
宣
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
が
、
同
様
に
宣
は
、
公

式
令
１
詔
書
条
に
、「
中
務
卿
位
姓
名
宣
」
と
あ
り
、
こ
の
場
合
の
「
宣
」
と
は
天

皇
の
命
を
伝
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

ま
た
、
後
宮
職
員
令
４
内
侍
司
に
は
、

尚
侍
二
人
。
掌
、
供
二
奉
常
侍
、
奏
請
、
宣
伝
一。
検
二
校
女
孺
一、
兼
知
二
内
外
命
婦
朝
参
、
及
禁
内

礼
式
一
之
事
。（
後
略
）

と
見
え
、
内
侍
司
の
尚
侍
の
職
掌
に
、「
供
二
奉
常
侍
、
奏
請
、
宣
伝
一
」
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
天
皇
と
の
関
係
に
か
か
わ
る
行
為
で
あ
る
か
ら
、「
宣
伝
」
と
は
内
侍
宣

の
よ
う
に
、
天
皇
の
命
を
伝
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

さ
ら
に
、
公
式
令
３
中
務
条
の
古
記
は
「
宣
、
々
出
也
。
旨
、
詔
勅
旨
也
。

為
二
二
事
一
為
レ
非
也
」
と
し
、
天
皇
の
意
思
を
宣
す
る
こ
と
が
宣
旨
で
あ
る
と
解
し

て
い
る
。

　

日
本
の
宣
旨
と
口
頭
の
関
係
が
中
国
に
起
源
を
持
つ
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
に

お
い
て
「
宣
旨
」
や
「
宣
」
が
皇
帝
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
が
知
ら
れ
て
い

た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。「
参
議
」
は
と
も
か
く
、「
敷
奏
、
宣
旨
、
侍
従
、

献
替
。」
が
い
ず
れ
も
大
納
言
（
中
納
言
）
と
天
皇
の
間
の
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
は

明
白
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
知
識
を
も
っ
て
、『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
一
、
凶
事
に
は
、
天
平
九

年
（
七
三
七
）
六
月
の
天
然
痘
の
大
流
行
時
、
典
薬
寮
が
疱
瘡
の
治
方
を
勘
申
し
た

史
料
を
見
て
み
よ
う
。　

典
薬
寮
勘
申　

疱
瘡
治
方
事

　

傷
寒
後
禁
食

　
　
（
中
略
）

右
、
依
二　

宣
旨
一
勘
申
。

　
　
　

天
平
九
年
六
月　

日　
　
　
　

頭

　

後
世
の
史
料
集
に
収
め
ら
れ
、
ま
た
、
転
写
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
闕
字
の
存
在

は
絶
対
と
は
言
え
な
い
が
（
（1
（

、
こ
の
場
合
の
宣
旨
の
主
語
は
天
皇
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
実
は
、
正
倉
院
文
書
な
ど
に
宣
旨
の
語
が
主
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
天
平
勝
宝
年
間
以
降
で
あ
る
。奈
良
時
代
前
半
の
宣
旨
は
あ
ま
り
残
っ
て
お
ら
ず
、

天
平
九
年
の
事
例
は
珍
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
偶
然
、
天
皇
の
宣
旨
で
あ
っ
た
可
能
性

も
排
除
で
き
な
い
が
、
事
例
は
少
な
い
な
が
ら
、
大
宝
令
施
行
か
ら
さ
ほ
ど
時
間
が
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経
過
し
な
い
時
期
に
は
、
令
文
ど
お
り
、
天
皇
と
宣
旨
の
関
係
が
理
解
さ
れ
て
い
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

実
は
、
令
文
上
の
宣
旨
や
宣
が
、
天
皇
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
今
江
広
道
に
よ
っ
て
予
感
さ
れ
て
い
た
（
（2
（

。
そ
し
て
、
早
川

は
こ
の
考
え
を
推
し
進
め
、
令
文
上
の
宣
旨
や
宣
を
検
討
し
、
初
期
の
宣
旨
は
「
旨

を
宣
す
」
と
読
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
、
勅
命
に
か
か
わ
る
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
た
。
宣
旨
を
動
詞
と
し
て
読
ん
だ
こ
と
は
中
国
と
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
の
点
を
筆
者
な
り
に
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
大
宝
令
の
編
纂
者
た
ち
は
、
中
国

の
宣
旨
や
宣
が
口
頭
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
皇
帝
に
付
属
し
た
も

の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
を
よ
く
理
解
し
て
お
り
、
そ
れ
を
大
宝
令
文
上
に
反
映
さ
せ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
初
、
宣
や
宣
旨
に
関
し
て
、
日
本
で
も
中
国
的
と
同
様

の
位
置
づ
け
を
想
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
、
そ
の
目
論
見
は
外
れ
る
こ
と
に
な
る
。
八
世
紀
後
半
以
降
に
は
、
宣
旨
は

天
皇
に
限
定
さ
れ
な
い
人
々
の
口
頭
表
現
と
な
っ
て
い
た
。
奈
良
時
代
の
「
宣
」
が

多
様
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吉
川
真
司
氏
の
研
究
に
詳
し
い
（
（2
（

。

例
え
ば
、「
越
前
国
使
等
解
」
に
は
（
（2
（

、
次
の
よ
う
に
な
る
。

越
前
国
使
等
解　

申
勘
定
桑
原
庄
所
雑
物
幷
治
開
田
事

（
前
略
）

以
前
、
被
二
寺
家
去
九
月
十
五
日
口
宣
一
偁
、
彼
所
一
公
文
者
、
国
史
生
安
都
宿

禰
雄
足
、
与
二
足
羽
郡
大
領
生
江
臣
東
人
等
一
共
勘
定
署
名
進
上
仰
既
畢
。
何

故
去
八
九
歳
、
公
文
田
使
曾
禰
連
乙
万
呂
一
人
耳
署
名
進
上
。
此
不
レ
理
。
仍

還
却
如
レ
件
。
宜
下
承
二
知
状
一、
与
二
上
件
人
等
一
勘
二
定
署
名
一、
早
速
進
上
上
者
。

謹
依
二
宣
旨
一、
当
年
地
子
幷
田
並
雑
物
勘
定
、
去
七
八
九
箇
年
公
文
副
二
附
寺

家
舎
人
粟
田
人
麻
呂
一、
謹
申
送
。
以
解
。

�

天
平
宝
字
元
年
十
一
月
十
二
日　

専
当
田
使
曾
禰
連
乙
万
呂

（
後
略
）

　

天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）、
越
前
国
に
派
遣
さ
れ
た
東
大
寺
の
使
者
の
上
申
文

書
で
あ
る
が
、「
寺
家
去
九
月
十
五
日
口
宣
」
と
は
、
東
大
寺
の
九
月
十
五
日
付
け

の
口
頭
に
よ
る
命
令
で
、「
謹
ん
で
宣
旨
に
依
り
」
が
こ
の
口
宣
を
指
す
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
中
国
で
は
「
口
宣
」
と
い
う
表
記
も
皇
帝
の
口
頭
命
令
を
指
す
が
（
（2
（

、

こ
の
場
合
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
国
と
は
異
質
な
宣
旨
が
、
八

世
紀
後
半
以
降
、
実
例
と
し
て
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
令
文
上
の
宣
旨
や

宣
と
実
態
に
は
大
き
な
乖
離
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、太
政
官
符
の
中
に
は
、「
奉
勅
」の
文
言
を
持
た
ず
に「
右
大
臣
宣
」な
ど
と
、

宣
者
の
み
を
記
す
も
の
が
か
な
り
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
れ
は
上
宣
太
政
官
符
と
呼
ば

れ
る
が
、「
弘
仁
格
式
序
」
に
は
、

已
経
二
奉
勅
一
者
、
即
載
二
本
文
一
別
編
為
レ
格
、
或
雖
レ
非
二
奉
勅
一、
事
旨
稍
大
者
、

奏
加
二
奉
勅
一
因
而
取
焉
。

と
あ
り
、非
奉
勅
の
太
政
官
符
は
効
力
と
し
て
奉
勅
を
経
た
も
の
よ
り
劣
る
た
め
に
、

「
弘
仁
格
」
を
編
纂
す
る
際
に
、
別
に
奉
勅
を
経
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
宣
」

が
天
皇
に
限
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
確
に
わ
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
日
唐
間
で
こ
の
よ
う
な
差
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
本
で
は
宣
旨
と
い
う
概
念
が
も
と
も
と
存
在
し
な
か
っ

た
。し
た
が
っ
て
、天
皇
と
宣
旨
の
関
係
に
つ
い
て
の
認
識
が
広
く
行
き
渡
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
、
否
応
な
く
、
こ
こ
に
は
「
陰
の
主
語
」
の
問
題
が
生

じ
る
こ
と
に
な
る
。
陰
の
主
語
と
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
、

天
皇
の
宣
・
宣
旨
を
奉
う
け
た
まわ

っ
た
Ａ
と
い
う
人
物
が
Ｂ
と
い
う
人
物
に
伝
え
た
場
合
、

直
接
の
主
語
は
Ａ
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
天
皇
の
存
在
が
あ
る
（
陰
の
主
語
）。

Ｂ
が
そ
の
状
況
を
理
解
し
て
い
た
な
ら
ば
、
陰
の
主
語
が
天
皇
で
あ
る
と
認
識
で
き

る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
Ａ
の
こ
と
ば
と
し
て
処
理
し
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
宣
・

宣
旨
の
伝
達
が
伝
言
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
繰
り
返
し
て
行
わ
れ
れ
ば
、
陰
の
主
語
の
存

在
は
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

中
国
や
高
麗
で
は
、「
聖
旨
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
主
語
が
皇
帝
・
王
で
あ
る

こ
と
を
明
示
す
る
場
合
が
あ
る
。「
旨
」
と
は
も
と
も
と
皇
帝
の
こ
と
ば
の
意
味
も
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勅
為
二
宣
下
一
歟
。　
　
　

神
護
景
雲
三
年
三
月
廿
四
日

と
あ
る
。
勅
と
は
あ
る
も
の
の
、「
宣
下
」
す
な
わ
ち
官
宣
旨
か
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
弘
仁
格
抄
』
に
記
し
た
の
は
、
太
政
官
符
の
語
や
事
書
が
な
い
た
め

で
あ
る
。
同
様
に
、
巻
二
十
、
断
罪
贖
銅
事
、
延
暦
十
六
年
六
月
十
七
日
付
け
の
史

料
に
つ
い
て
、『
弘
仁
格
抄
』
巻
下
、
格
巻
十
（
雑
格
）
で
は
「
勅
宣
下
歟
。」
と
す

る
事
例
が
あ
る
。
や
は
り
、
太
政
官
符
の
語
や
事
書
が
な
い
。

　

し
か
し
、「
為
二
宣
下
一
歟
」
の
よ
う
な
書
き
込
み
は
、
も
と
も
と
あ
っ
た
も
の
で

は
な
く
、「
弘
仁
格
抄
」
を
書
写
し
た
九
条
道
教
の
書
き
込
み
で
あ
る
（
（2
（

。
太
政
官
符

と
し
て
形
式
的
に
不
備
が
あ
っ
た
た
め
、
道
教
が
不
審
に
思
っ
て
書
き
加
え
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

　

実
は
、『
類
聚
三
代
格
』
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
に
事
書
を
持
た
な
い
官
符
が
存

在
す
る
一
方
、
明
確
な
宣
旨
と
見
な
せ
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
官
符

と
宣
旨
は
形
態
が
似
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
判
別
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
三
代
の
格
（『
類
聚
三
代
格
』）
に
収
め
ら
れ
た
様
式
は
、
詔
・
勅
・
太
政
官
符
・

太
政
官
牒
・
太
政
官
奏
・
太
政
官
宣
・
令
旨
な
ど
に
限
ら
れ
る
。

　

も
し
こ
の
推
測
が
的
を
射
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
宣
旨
は
、
様
式
と
し
て
は
官

符
な
ど
と
比
較
し
て
、簡
易
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

あ
る
い
は
、
口
頭
と
い
う
要
素
が
作
用
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
官
符
の
土

台
と
し
て
作
成
さ
れ
た
宣
旨
も
知
ら
れ
て
い
る
。

５　

奉
勅
上
宣
太
政
官
符
の
原
形

　
『
類
聚
三
代
格
』
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
奉
勅
上
宣
太
政
官
符
と
呼
ば
れ
る
形
式

が
あ
る
。
い
ま
、
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
の
紙
背
に
収
め
ら
れ
た
、
生
の
官
符
で
示

す
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
引
用
関
係
は
鍵
括
弧
で
示
す
）。

太
政
官
符　

民
部
省

　

収
二
献
四
天
王
寺
一
応
二
班
給
一
位
田
幷
口
分
田
事

　
　

合
田
一
百
七
十
町　

夾
名
帳
一
巻

あ
り
、
日
本
で
も
主
と
し
て
十
世
紀
後
半
以
降
、「
聖
旨
」
と
い
う
文
言
が
出
現
す

る
が
、そ
れ
ま
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、正
倉
院
文
書
に
見
え
る
「
内

裏
宣
」
の
如
き
事
例
も
あ
る
が
一
般
的
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
主
語
を
明
示
し
な
い

慣
行
が
、
日
本
に
お
け
る
宣
や
宣
旨
の
多
様
性
を
生
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

関
連
し
て
、
日
本
で
は
、
天
皇
の
存
在
を
前
面
に
出
さ
な
い
慣
習
が
あ
っ
た
。
こ

れ
も
ま
た
、
主
語
を
明
示
し
な
い
こ
と
と
連
動
し
、
宣
や
宣
旨
が
天
皇
の
こ
と
ば
に

限
定
さ
れ
な
く
な
っ
た
遠
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

日
本
の
宣
旨
は
、
中
国
の
宣
旨
の
二
つ
の
特
徴
の
う
ち
、
主
と
し
て
口
頭
と
い
う

機
能
を
継
受
し
た
こ
と
に
な
る
。

４　

宣
旨
と
格

　
『
顕
戒
論
縁
起
』
巻
上
、
延
暦
二
十
四
年
（
八
○
五
）
九
月
十
六
日
付
け
、
治

部
省
牒
に
は
、「
今
、
被
二
右
大
臣
宣
一
偁
、
奉
レ
勅
、
入
唐
受
法
僧
二
人
、
宜
レ
令
下

所
司
各
与
二
公
験
一、
弥
勤
二
精
進
一、
興
二
隆
仏
法
一、
擁
二
護
国
家
一、
利
中
楽
群
生
上
者
、

依
二
宣
旨
一
奉
行
、
如
レ
右
。」
と
あ
る
が
、
通
常
は
「
依
レ
宣
奉
行
、
如
レ
右
」
と
す

べ
き
所
を
、「
宣
旨
」
と
表
現
し
て
い
る
。

　
『
類
聚
三
代
格
』
の
如
き
編
纂
史
料
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
不
統
一
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
が
、
生
も
し
く
は
生
に
近
い
史
料
で
は
、
こ
の
よ
う
な
例
が
複
数
見
ら

れ
る
。
宣
と
宣
旨
が
同
一
の
意
味
で
混
用
さ
れ
た
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
。
お
そ
ら
く
、編
纂
史
料
で
は
編
纂
時
に
字
句
の
統
一
化
が
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
、
宣
旨
に
関
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
宣
旨
は
「
格
」
に
収

め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
類
聚
三
代
格
』
巻
八
、

調
庸
事
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

左
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
、
大
宰
府
所
レ
貢
調
綿
、
毎
年
限
二
三
月
以
後
七
月
以
前
一、

海
晏
之
時
必
令
二
進
上
一。
自
今
以
後
、
永
為
二
恒
例
一。

　
　
　

神
護
景
雲
三
年
三
月
廿
四
日

　

こ
の
史
料
に
つ
い
て
、『
弘
仁
格
抄
』
巻
上
、
格
巻
五
に
は
（
民
部
上
）、
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右
、
播
磨
国
解
偁
、「
依
二
太
政
官
去
神
護
景
雲
三
年
六
月
十
五
日
符
一、
献
二
四

天
王
寺
田
替
一、
収
二
人
々
位
田
一、
班
二
給
百
姓
口
分
一
」
者
。
被
二
右
大
臣
宣
一

偁
、「
奉
レ
勅
、宜
下
遣
二
彼
国
守
正
四
位
下
佐
伯
宿
禰
今
毛
人
一、令
中
班
給
上
」
者
。

省
宜
二
承
知
、
依
レ
勅
施
行
一。
符
到
奉
行
。

　

従
五
位
下
左
少
弁
小
野
朝
臣
石
根　
　

左
大
史
正
六
位
上
会
賀
臣
真
綱

　
　

宝
亀
四
年
二
月
十
一
日

　

問
題
は
、
こ
の
「
被
二
右
大
臣
宣
一
偁
、
奉
レ
勅
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
の
文

書
で
は
、
右
大
臣
が
天
皇
の
勅
を
奉
わ
り
、
弁
官
に
宣
し
て
太
政
官
符
を
作
成
し
、

さ
ら
に
下
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
議
政
官
の
宣
を
上
宣
と
い
い
、
奉
勅
型
と

非
奉
勅
型
が
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
型
式
の
太
政
官
符
の
原
形
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

奉
勅
上
宣
官
符
の
初
例
は
、『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
、
供
御
事
に
収
め
ら
れ
る
次

の
も
の
で
あ
る
。

太
政
官
符

　

中
宮
職
供
御
物
事

右
、
右
大
臣
宣
偁
、
奉
レ
勅
、
自
今
以
後
、
准
二
供
御
物
一
供
奉
。

　
　
　
　

天
平
十
年
十
月
七
日

　

し
か
し
、
こ
れ
以
降
し
ば
ら
く
の
間
は
見
え
ず
、
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
の

大
納
言
藤
原
仲
麻
呂
の
宣
に
よ
る
五
通
の
（
奉
勅
）
太
政
官
符
ま
で
見
え
な
い
（
（2
（

。
一

例
を
あ
げ
れ
ば
次
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
あ
る
。

天
平
勝
宝
二
年
五
月
十
日
太
政
官
符
（
天
平
勝
宝
二
年
五
月
十
一
日
治
部
省
牒
所
引

〈『
大
日
本
古
文
書
』
三

−

三
九
三
頁
〉）

被
二
大
納
言
従
二
位
藤
原
朝
臣
仲
麻
呂
宣
一
偁
、
奉
レ
勅
、
…
…

　

こ
の
時
期
、
左
大
臣
橘
諸
兄
・
右
大
臣
藤
原
豊
成
・
大
納
言
藤
原
奈
弖
麻
呂
が
い

た
が
、
仲
麻
呂
は
彼
ら
を
抑
え
て
宣
者
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
が
紫
微
内
相
と

な
り
、
乾
政
官
（
太
政
官
）
を
掌
中
に
し
た
後
に
は
仲
麻
呂
の
宣
が
見
ら
れ
な
く
な

る
。
そ
の
後
、
道
鏡
政
権
下
で
は
、
藤
原
永
手
と
吉
備
真
備
が
宣
者
と
な
り
、
光
仁

朝
で
は
宣
者
が
短
期
間
の
内
に
交
替
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
宣
者
の
変
点
に
つ
い
て
、
早
川
は
、
当
初
仲
麻
呂
が
宣
者
を
独
占
し

た
の
は
紫
微
令
と
し
て
で
あ
り
、
彼
が
権
力
を
掌
握
す
る
と
宣
者
と
な
る
必
要
性
が

も
は
や
な
く
な
り
、
光
仁
朝
に
な
っ
て
上
宣
制
が
成
立
し
た
と
見
た
（
（2
（

。

　

ま
た
、
吉
川
真
司
氏
は
、
九
・
十
世
紀
の
儀
式
に
お
け
る
上
卿
と
宣
者
が
よ
く
一

致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
八
世
紀
に
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
上

宣
は
筆
頭
公
卿
の
宣
を
中
心
と
す
る
と
し
、
議
政
官
組
織
が
弱
体
化
し
た
称
徳
朝
の

初
頭
頃
に
上
宣
制
が
成
立
し
た
と
結
論
づ
け
た
。
ま
た
、
仲
麻
呂
の
上
宣
が
突
然
現

れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
上
位
の
議
政
官
を
押
さ
え
て
宣
者
に
な
っ
た
こ
と
を
表
す

た
め
だ
と
す
る
（
（2
（

。

　

一
方
、
森
田
悌
氏
は
、
奏
請
制
に
つ
い
て
検
討
し
た
う
え
で
、
律
令
制
成
立
期
か

ら
上
宣
制
は
存
在
し
た
が
、
官
符
類
に
表
記
さ
れ
な
い
だ
け
で
あ
る
と
す
る
（
（2
（

。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
右
大
臣
宣
偁
、
奉
レ
勅
」
に
似
た
表
現
が
、

中
国
に
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
九
世
紀
の
書
儀
類
や
宰
相
経
験
者
の
奏
状
に
も
み

ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
開
元
二
十
一
年
（
七
三
三
）
か
ら
同
二
十
四
年
ま
で
宰
相
を

務
め
た（（2
（

張
九
齢
『
唐
丞
相
曲
江
張
先
生
文
集
』
に
着
目
し
よ
う
（
以
下
『
曲
江
集
』）。

こ
の
文
集
は
、
天
皇
へ
の
「
勅
日
本
国
王
主
明
楽
美
御
徳
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
も

著
名
で
あ
る
（
巻
十
二
）。
そ
の
巻
十
三
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
（3
（

。

　
　

論
下
東
北
軍
未
上レ
可
二
軽
動
一
状

右
、
高
力
士
宣
、
奉
レ
勅
、
張
守
珪
所
二
進
送
一
突
厥
生
口
、
具
問
二
知
委
曲
一、

故
令
二
劉
思
賢
去
一
者
。
臣
等
伏
以
、
北
虜
凶
狡
、
誠
亦
難
レ
保
二
其
心
一、
然
陛

下
以
二
恩
沢
一
懐
柔
、
歳
月
已
久
、
使
三
彼
豺
武
、
頓
改
二
頑
暴
一、
以
レ
事
観
察
、

信
然
不
レ
虚
。
何
者
、
昨
李
佺
使
回
、
虜
亦
具
云
二
東
下
一、
中
間
或
言
レ
難
レ
信
、

至
レ
今
果
如
所
レ
説
、
即
是
輸
二
誠
於
国
一、
未
レ
有
二
他
詐
一。
且
契
丹
等
翻
覆
、

或
往
或
来
、
今
其
東
討
、
雖
レ
未
レ
稟
レ
命
、
在
二
於
夷
狄
一、
亦
不
レ
可
レ
責
二
於

常
理
一、
若
因
而
屠
之
、
亦
便
除
レ
患
。
陛
下
先
有
二
聖
料
一、
以
為
如
レ
此
、
臣
等
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常
窃
思
之
、
固
非
レ
所
レ
及
。
今
其
来
也
、
若
契
丹
等
偶
勝
、
北
虜
勢
衰
、
因

而
乗
之
、
滅
二
其
太
半
一。
審
料
必
取
、
始
可
二
決
行
一、
事
若
不
レ
然
、
而
軍
将
妄

動
、
徒
結
二
大
隙
一、
亦
以
不
レ
信
、
為
レ
国
生
レ
患
、
莫
レ
甚
二
於
此
一、
臣
伏
以
二

在
辺
諸
将
一、苟
利
二
一
軍
一、便
即
行
之
、以
邀
栄
賞
、不
レ
思
二
遠
計
一、誠
是
大
失
。

今
劉
思
賢
往
、
望
将
二
降
書
一
処
二
分
守
珪
一、
必
為
二
遠
図
一、
無
レ
得
二
妄
動
一、
切

納
諸
将
、
使
レ
知
二
聖
心
一。
縱
虜
庭
聞
之
、
尤
彰
二
天
沢
一、
未
レ
審
二
可
否
一、
謹

録
レ
状
奏
聞
（
（3
（

。

　

宦
官
と
し
て
名
高
い
高
力
士
が
玄
宗
の
勅
を
奉
わ
っ
て
下
問
し
た
。
そ
こ
で
「
臣

等
」
が
そ
の
内
容
を
審
議
し
て
奏
状
を
作
成
し
た
。
九
齢
は
宰
相
と
し
て
、
こ
の
奏

状
を
執
筆
し
た
こ
と
に
な
る
。
も
う
一
つ
示
そ
う
。
同
巻
十
三
に
は
、

　
　

賀
三
張
待
賓
奏
克
捷
一
状
幷
御
批

右
、
高
力
士
宣
二
示
臣
等
張
待
賓
表
一。
臣
等
前
因
二
奏
事
一、
親
承
二
聖
旨
一、
懸
二

料
数
月
一、
当
レ
有
二
捷
書
一。
及
二
此
使
至
一、
皆
如
二
睿
略
一。
但
狂
胡
背
誕
、
囲
二

逼
軍
州
一、凶
力
固
已
困
窮
、辺
城
一
無
レ
所
レ
損
。
臣
等
伏
料
二
此
賊
一、早
是
破
傷
、

大
衆
遠
来
、
踰
レ
月
乃
去
、
馬
羸
則
多
死
、
人
苦
則
計
レ
生
、
本
是
烏
雑
之
徒
、

足
二
徵
破
亡
之
漸
一、
此
皆
皇
威
遠
讋
、
氛
祲
坐
銷
、
豈
伊
辺
人
、
所
二
能
自
保
一、

臣
等
幸
忝
二
樞
近
一、
承
一
奉
聖
謀
一、
辺
捷
有
レ
符
、
不
レ
勝
二
慶
悦
一、
謹
奉
レ
状
陳

レ
賀
以
聞
。
仍
望
宣
二
付
史
館
一。
謹
奏
。

御
批
、狂
賊
遠
来
、無
二
能
支
久
一、果
自
奔
レ
北
、不
レ
擾
二
辺
人
一、豈
朕
見
三
之
明
、

在
二
大
臣
良
算
一。
所
レ
謂
宣
二
付
史
館
一
者
依
（
（3
（

。

と
あ
る
。
高
力
士
が
上
表
を
「
宣
示
」
し
、「
臣
等
」
が
賀
意
を
状
に
ま
と
め
て
奏

上
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
奏
状
の
末
尾
に
は
、「
御
批
」、
す
な
わ
ち
玄
宗
の
意
見

が
書
き
込
ま
れ
て
も
い
る
。「
宣
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
勅
に

類
す
る
文
言
が
な
く
て
も
、上
表
の
提
示
は
玄
宗
の
意
に
基
づ
く
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

　

筆
者
は
、先
に
「
陰
の
主
語
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
中
国
の
人
々
に
と
っ
て
宣
・

宣
旨
と
い
え
ば
、
勅
の
表
記
が
な
く
と
も
、
そ
れ
が
皇
帝
の
命
で
あ
る
こ
と
は
明
白

だ
っ
た
。
し
か
し
、
予
備
知
識
の
な
い
日
本
人
が
こ
の
よ
う
な
文
書
を
見
た
際
、
宣

を
単
に
「
宣
べ
る
」
の
意
味
に
理
解
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
宣
旨
や
宣

が
天
皇
固
有
で
は
な
く
な
っ
た
理
由
に
、
こ
の
よ
う
な
中
国
と
日
本
の
意
識
の
違
い

が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

ま
た
、
巻
十
四
に
は
、
高
力
士
が
勅
を
宣
し
て
、
賊
徒
の
敗
走
を
「
臣
等
」
に
示

し
、
彼
ら
が
賀
意
を
謹
奏
す
る
と
、
玄
宗
が
批
答
を
書
き
込
ん
で
い
る
。

　
　

賀
二
賊
蘇
禄
遁
走
一
状
幷
御
批

右
、高
力
士
宣
レ
勅
、示
二
臣
等
曹
待
仙
奏
狀
一、知
二
蘇
禄
遁
走
、入
レ
山
出
一レ
界
者
。

四
鎮
懸
遠
、
比
被
侵
逼
、
将
士
用
命
、
雖
レ
有
二
誅
鋤
一、
凶
徒
尚
多
、
日
有
二
抄

掠
一、
兵
疲
矢
尽
、
為
レ
弊
亦
深
。
今
自
奔
亡
、
誠
是
震
懼
、
聖
威
無
レ
遠
、
氛

沴
坐
銷
。
又
北
庭
救
レ
兵
、
当
時
回
斾
、
不
レ
費
二
軍
廩
一、
事
且
無
レ
憂
。
吐
蕃

縦
実
西
行
、
蘇
禄
不
レ
得
二
相
応
一、
其
敗
可
レ
必
、
又
無
レ
可
レ
憂
。
辺
等
且
寧
、

不
レ
勝
二
慶
慰
一。
謹
奉
レ
状
陳
レ
賀
以
聞
、
謹
奏
。

御
批

朕
以
レ
信
撫
レ
遠
、
蕃
故
当
レ
順
以
帰
命
、
去
レ
順
為
レ
悪
、
天
何
容
之
、
力
屈
計

レ
窮
、
果
自
奔
散
、
卿
等
料
二
其
後
事
一、
亦
以
当
然
。
所
レ
賀
知
（
（3
（

。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
日
本
の
（
奉
勅
）
上
宣
太
政
官
符
の
書
き
出
し
と
同
じ
、
な

い
し
近
似
し
て
い
る
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
筆
者
は
、
日
本
の
（
奉
勅
）
上

宣
太
政
官
符
は
、
宰
相
の
奏
状
中
の
文
言
を
模
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
中

国
に
は
皇
帝
を
中
心
と
し
た
各
種
の
合
議
が
存
在
し
た
が
（
（3
（

、
か
つ
て
筆
者
は
、
日
本

の
太
政
官
の
合
議
は
唐
の
政
事
堂
（
中
書
門
下
）
で
の
宰
相
会
議
に
、
そ
し
て
日
本

の
論
奏
は
、
書
式
と
し
て
は
唐
の
抄
奏
式
お
よ
び
発
日
勅
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も

の
の
、
宰
相
会
議
の
結
果
を
記
し
た
奏
状
の
影
響
が
強
い
こ
と
を
示
し
た
（
（3
（

。

　

そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
け
ば
、
宰
相
が
任
期
中
に
「
臣
等
」
と
複
数
形
で
書
い
た

奏
状
は
、
政
事
堂
の
合
議
の
結
果
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
（
（3
（

。
し
た

が
っ
て
、
少
な
く
と
も
先
の
九
齢
の
奏
状
の
い
く
つ
か
は
、
政
事
堂
会
議
で
の
宰
相
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で
な
く
、
天
皇
の
命
を
伝
達
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
点
に
も
求
め
ら
れ
る

の
で
あ
ろ
う
。
宦
官
は
日
本
に
継
受
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
日
唐
の
比

較
研
究
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
が
、
そ
の
機
能
の
継
受
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
仲
麻
呂
の
時
期
か
ら
、
な
ぜ
、
奉
勅
上
宣
官
符
が
本
格
的
に
現
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
中
国
の
例
を
見
て
み
よ
う
。『
唐
会
要
』

巻
五
十
一
、
中
書
令
（
（4
（

に
は
、

至
徳
二
載
三
月
、
宰
相
分
直
主
二
政
事
執
筆
一、
毎
二
一
人
一
知
二
十
日
一。
至
二
貞

元
十
年
五
月
八
日
一、
又
分
毎
レ
日
一
人
執
筆
。

と
あ
り
、
至
徳
二
年
（
七
五
七
）
三
月
、
政
事
堂
の
執
筆
（
秉
筆
）
は
宰
相
一
人
に

つ
き
十
日
と
し
、
貞
元
十
年
（
七
八
五
）
に
は
、
日
ご
と
に
代
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
す
る
。
こ
の
執
筆
が
日
本
の
上
卿
に
相
当
す
る
の
だ
ろ
う
。
先
に
見
た
九
齢
の
奏

状
は
、
彼
が
執
筆
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
執
筆
を
宰
相
に
分
担
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
、『
資
治
通
鑑
』
巻

二
百
一
十
九
、
唐
紀
三
十
五
（
（4
（

に
見
え
る
。

初
、
李
林
甫
為
レ
相
。
諫
官
言
事
皆
先
白
二
宰
相
一、
退
則
又
以
所
二
言
白
一
之
。

御
史
言
事
須
二
大
夫
同
署
一。
至
レ
是
、
勅
尽
革
二
其
弊
一、
開
二
諫
諍
之
塗
一。
又

令
三
宰
相
分
二
直
政
事
筆
、
承
旨
一、
旬
日
而
更
、
懲
二
林
甫
及
楊
国
忠
之
専
権
一

故
也
。

　

張
九
齢
を
追
放
し
た
李
林
甫
や
楊
貴
妃
の
一
族
に
当
た
る
楊
国
忠
の
専
権
の
弊
に

懲
り
て
、
政
事
堂
で
の
宰
相
の
執
筆
や
受
勅
は
、
十
日
ご
と
に
交
替
さ
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
す
る
（
（4
（

。
裏
返
し
て
言
え
ば
、
至
徳
以
前
は
、
基
本
的
に
権
臣
な
い
し
も
っ

と
も
力
の
強
い
宰
相
が
執
筆
を
独
占
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
日
本
に
目
を
転
じ
た
と
き
、
仲
麻
呂
の
時
期
に
上
宣
官
符
が
継
続
的
に
出

現
し
た
こ
と
は
誠
に
象
徴
的
で
あ
ろ
う
。
彼
が
唐
風
化
を
推
し
進
め
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
（
（4
（

、
上
宣
制
の
出
現
も
そ
の
一
つ
の
表
れ
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
仲
麻
呂
の
没
落
後
、
議
政
官
の
間
で
上
宣
者
が
一
人
の
人
物
に
集
中
し
な

の
合
議
結
果
を
皇
帝
に
奏
上
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の

宰
相
会
議
が
開
催
さ
れ
る
契
機
と
し
て
、「
高
力
士
宣
、奉
レ
勅
」「
高
力
士
宣
レ
勅
」

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
玄
宗
の
命
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
し
、こ
こ
に
見
え
る
高
力
士
は
著
名
な
宦
官
で
あ
る
。ま
た
、巻
十
四
に
は
、

宦
官
・
牛
仙
童
の「
宣
レ
勅
」（
賀
突
厥
小
可
汗
必
是
傷
死
状
（
（3
（

）、宦
官
・
林
招
隠
の「
宣

レ
勅
」（
賀
聖
料
突
厥
必
有
亡
徴
其
兆
今
見
状
）
も
見
え
る
（
（3
（

。
皇
帝
と
政
事
堂
を

結
ん
だ
使
者
が
す
べ
て
が
宦
官
で
あ
っ
た
と
現
段
階
で
は
断
言
で
き
な
い
が
、
少

な
く
と
も
宦
官
が
内
廷
と
外
廷
の
間
を
情
報
伝
達
の
た
め
に
往
復
し
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
の
場
合
で
も
、
平
安
時
代
に
は
天
皇
の
居
所
か
ら
離
れ
た
場
所
に
議
所

（
宜
陽
殿
）
や
陣
が
設
け
ら
れ
た
か
ら
、
奉
勅
の
場
合
に
は
、
上
卿
が
天
皇
の
も

と
に
出
向
い
て
命
令
や
意
向
を
奉
わ
り
、
会
議
場
所
に
赴
い
て
会
議
を
先
導
し
、

必
要
に
応
じ
て
そ
の
結
果
を
天
皇
に
報
告
、
あ
る
い
は
裁
可
を
求
め
、
そ
の
結

果
を
弁
官
に
伝
達
し
た
状
況
が
想
定
で
き
る
。
情
報
伝
達
に
お
け
る
宦
官
の
役
割

を
、
日
本
で
は
上
卿
が
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
日
唐
の
相
違
は
、

日
本
の
内
廷
と
外
廷
が
、
中
国
ほ
ど
は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

背
景
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
（
（3
（

。

　

一
方
、
奈
良
時
代
の
議
政
官
会
議
が
ど
こ
で
行
わ
れ
た
の
か
明
確
で
は
な
い
た

め
、
厳
密
に
は
天
皇
と
議
政
官
の
間
で
、
ど
の
よ
う
に
情
報
伝
達
が
行
わ
れ
た
の

か
と
い
う
点
は
明
ら
か
で
は
な
い
（
（4
（

。
し
か
し
、
太
政
官
符
に
宣
者
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
奈
良
時
代
後
期
に
は
、
平
安
初
期
と
同
様
な
状
況
が
想
定
で
き
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
文
書
の
書
式
の
み
な
ら
ず
、
太
政
官
の
合
議
方
法
に

も
中
国
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
推
測
す
る
。

　

日
本
で
内
侍
と
言
え
ば
内
侍
司
な
い
し
女
官
を
指
す
が
、
中
国
で
は
宦
官
の
こ

と
で
あ
る
。
宦
官
の
伝
宣
が
中
国
に
お
け
る
「
内
侍
宣
」
な
の
で
あ
る
。
日
本
で

は
内
侍
宣
の
よ
う
に
、
女
官
が
天
皇
の
命
令
を
伝
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

が
（
（4
（

、
女
官
に
内
侍
と
い
う
官
職
唐
名
を
宛
て
た
理
由
は
、
天
皇
に
近
侍
し
た
だ
け
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く
な
り
、
光
仁
朝
か
ら
は
短
期
間
で
交
替
す
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
も
、
中
国
に
お

け
る
執
筆
の
交
替
制
の
出
現
と
軌
を
一
に
す
る
。
お
そ
ら
く
唐
制
に
倣
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
に
唐
と
同
様
、
藤
原
仲
麻
呂
の
専
権
に
対
す
る
反
省
が
あ
っ
た

と
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
も
、
上
宣
制
の
出
現
と
宣
者
の
交
替
制

に
つ
い
て
、
仲
麻
呂
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
点
を
日
唐
の
比
較
の

面
か
ら
も
補
強
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
上
宣
制
の
実
質
的
な
は
じ
ま
り
を
ど
う
考
え
る
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、

史
料
が
な
く
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
は
な
い
が
、
天
皇
と
議
政
官
の
間
を
往
復
し
て

意
思
の
伝
達
を
行
い
、
さ
ら
に
太
政
官
会
議
を
主
導
し
て
、
議
案
を
ま
と
め
る
役
割

を
担
っ
た
人
物
（
後
の
上
卿
）
は
、
律
令
制
当
初
か
ら
必
要
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ

ば
、
そ
の
役
割
が
特
定
の
人
物
に
固
定
化
さ
れ
て
い
た
た
め
、
あ
る
い
は
そ
の
人
物

の
名
を
明
示
す
る
習
慣
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
仲
麻
呂
以
前
に
上
宣
が
見
え

な
い
理
由
は
、
の
ち
の
上
卿
に
当
た
る
人
物
が
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を

明
示
す
る
必
要
性
を
認
め
な
か
っ
た
可
能
性
を
考
え
て
お
き
た
い
。

❷
綸
旨

１　

中
国
の
綸
旨

　

日
本
の
古
文
書
学
に
は
、
綸
旨
と
呼
ば
れ
る
文
書
様
式
が
あ
る
。
こ
の
点
は
、
後

に
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
中
国
に
も
綸
旨
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
。
そ

こ
で
、
ま
ず
、
中
国
の
綸
旨
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

中
国
で
の
綸
旨
は
、『
隋
書
』『
旧
唐
書
』
な
ど
の
正
史
、
ま
た
『
唐
六
典
』
な
ど

の
法
制
書
に
は
基
本
的
に
は
登
場
し
な
い
。
し
か
し
、「
綸
」
と
は
、「
綸
言
汗
の
如

し
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
皇
帝
の
命
令
を
指
す
語
で
あ
る
。

　

唐
代
で
は
、
皇
帝
の
命
は
、
公
式
令
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。『
唐
六
典
』
巻
九
、

中
書
省
、
中
書
令
（
（4
（

に
は
、
七
つ
の
王
言
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

冊
書
・
制
書
・
慰
労
制
書
・
発
日
勅
・
勅
旨
・
論
事
勅
書
・
勅
牒
。

　

こ
の
中
に
、
綸
旨
は
見
え
な
い
。
一
方
、
綸
旨
が
見
え
る
の
は
、
個
人
の
文
集
も

あ
る
が
、
仏
教
関
係
に
多
く
見
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
く
つ
か
事
例
を
あ
げ
て

お
く
。

　
「
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
」
巻
八
（
（4
（

に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

勅
曰
、
大
慈
恩
寺
僧
玄
奘
所
レ
翻
経
。
論
、
既
新
翻
訳
、
文
義
須
レ
精
、
宜

レ
令
乙
太
子
太
傅
尚
書
左
僕
射
燕
国
公
于
志
寧
、（
中
略
）
中
書
侍
郎
杜
正
倫
等
、

時
為
二
看
閲
一、
有
下
不
二
穏
便
一
処
上、
即
随
レ
事
潤
色
甲。
若
須
二
学
士
一、
任
二
量
追

三
両
人
一。
罷
レ
朝
後
、
勅
遣
二
内
給
事
王
君
徳
一
来
二
報
法
師
一
云
、
師
須
二
官

人
一
助
二
翻
経
一
者
、
已
処
分
于
志
寧
等
令
レ
往
、
其
碑
文
朕
望
二
自
修
一、
不
レ
知

レ
称
二
師
意
不
一。
且
令
二
相
報
一。
法
師
既
奉
二
綸
旨
一、
允
慰
二
宿
心
一、
当
二
対
使
人

悲
喜
一、
不
レ
覚
レ
涙
二
流
襟
袖
一。
翌
日
、
法
師
自
率
二
徒
衆
等
一
詣
二
朝
堂
一
奉
レ
表

陳
レ
謝
。
表
文
失
。

　

太
宗
が
翻
経
に
協
力
し
、
み
ず
か
ら
碑
文
を
造
る
こ
と
の
可
否
を
三
蔵
に
尋
ね
た

後
、「
法
師
、
既
に
綸
旨
を
奉
わ
り
、
宿
心
を
允
に
慰
む
」
と
あ
る
か
ら
、
綸
旨
と

は
勅
命
の
こ
と
で
あ
る
。

『
貞
元
新
定
訳
教
目
録
（
（4
（

』
所
引
『
大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
仏
刹
功
徳
荘
厳
経
』

大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
仏
刹
功
徳
荘
厳
経
一
部
三
巻
幷
宝
鈿
函

右
、
不
空
、
先
奉
二　

綸
旨
一、
令
レ
訳
二
此
経
一。
天
恩
曲
臨
、
並
已
成
弁
。
参
二

校
唐
梵
一、
詳
定
二
言
音
一。

　

不
空
が
「
綸
旨
」
を
奉
わ
っ
て
『
大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
仏
刹
功
徳
荘
厳
経
』
を
漢

訳
し
た
と
あ
る
。
以
上
か
ら
、「
綸
旨
」
と
は
皇
帝
の
命
令
を
指
し
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　

一
方
、
後
者
の
よ
う
な
翻
経
の
場
合
で
も
、
王
言
の
様
式
名
を
記
す
場
合
も
あ
り
、

そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
は
奉
勅
の
牒
な
い
し
勅
牒
で
下
さ
れ
た
（
（4
（

。
勅
牒
は
、
王
言
七
種
の

う
ち
も
っ
と
も
下
位
に
あ
り
、『
唐
六
典
』
巻
九
、
中
書
省
、
中
書
令
に
は
、

七
曰
、
勅
牒
、
随
レ
事
承
レ
旨
、
不
レ
易
二
旧
典
一
則
用
之
。
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所
レ
輸
調
庸
有
レ
倍
二
常
載
一。
国
宰
之
委
理
合
レ
如
レ
此
。
諸
国
吏
豈
不
レ
効
哉
。

宜
下
特
存
レ
心
検
括
一
准
中
伊
勢
国
司
上。
事
是
綸
旨
。
勿
レ
有
二
疎
漏
一。

　
　
　

宝
亀
十
一
年
十
月
廿
日

　

浮
浪
し
た
人
々
を
現
地
の
戸
籍
に
編
付
す
る
こ
と
を
命
じ
た
奉
勅
上
宣
太
政
官
符

で
あ
る
が
、
最
後
に
「
事
是
れ
綸
旨
。
疎
漏
有
る
こ
と
な
か
れ
」
と
見
え
る
。
こ
れ

に
よ
く
似
た
「
事
是
れ
勅
旨
」
に
類
す
る
文
言
は
『
類
聚
三
代
格
』
な
ど
に
散
見
さ

れ
る
か
ら
、「
綸
旨
」
が
勅
と
同
等
の
王
言
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
、
加
減
諸
司
官
員
幷
廃
置
事

太
政
官
謹
奏

（
中
略
）

以
前
、
伏
奉
二
今
月
十
五
日
詔
書
一、七
衛
府
雑
任
已
下
、
員
伍
稠
畳
、
宜
レ
従
二

減
省
一、
卿
等
評
議
定
レ
数
奏
聞
者
。
伏
奉
二
詔
書
一
如
レ
右
。
官
職
之
設
、
固
嫌
二

殷
繁
一、宣
導
之
方
、唯
務
二
簡
要
一。
是
以
随
レ
時
損
益
、権
宜
弛
張
、聖
詔
所
レ
及
。

冠
二
絶
古
今
一、
臣
等
不
レ
揆
二
浅
近
一、
濫
叨
二
周
行
一、
伏
膺
二
綸
旨
一、
敢
以
斟
量
、

戦
慄
之
誠
、
百
二
倍
恒
品
一、
臣
等
商
量
具
如
二
前
件
一。
謹
録
二
事
状
一、
伏
聴
二
天

裁
一。
謹
以
申
聞
謹
奏
。

　
　
　

大
同
三
年
七
月
廿
日

聞

　

平
城
天
皇
が
衛
府
の
官
員
の
減
員
を
命
じ
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
議
政
官
に
委

ね
る
旨
の
詔
を
下
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
議
政
官
は
減
ず
る
人
数
を
具
体
的
に
協
議

し
て
、
論
奏
に
よ
り
天
皇
に
奏
上
し
、
そ
れ
を
裁
可
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

官
符
類
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
天
皇
諮
問
型
太
政
官
奏
と
名
付
け
た
こ
と
が
あ
る
（
（5
（

。

　

こ
こ
で
は
、「
伏
し
て
綸
旨
を
膺
け
て
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、「
今
月
十
五
日
詔

書
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
綸
旨
と
し
た
理
由
は
、
詔
書
・
聖
詔
の
よ
う
に
複
数

回
の
「
詔
」
と
い
う
表
現
を
繰
り
返
し
た
た
め
、
重
復
を
防
ぐ
目
的
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

綸
旨
で
は
な
い
が
、『
新
撰
万
葉
集
』
巻
上
、
序
文
に
は
（
（5
（

、

と
見
え
、
旧
事
を
変
え
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
、
小
事
に
用
い
ら
れ
た
（
（5
（

。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
中
国
の
綸
旨
は
王
言
で
あ
る
が
、
公
式
令
に
規
定
さ
れ
る

よ
う
な
具
体
的
な
様
式
で
は
な
く
、
綸
言
な
ど
と
同
じ
く
、
皇
帝
の
命
令
を
表
す
普

通
名
詞
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
仏
教
関
係
に
比
較
的
多
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
僧
侶
や
仏
教
関
係
者
に
と
っ
て
、
個
別
具
体
的
な
王
命

の
様
式
は
重
要
で
は
な
く
、
そ
れ
が
王
命
に
基
づ
い
た
こ
と
を
表
せ
れ
ば
こ
と
足
り

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
文
章
上
、
勅
や
詔
の
反
復
表
現
を
避
け
る
た
め
の
言
い

換
え
で
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

２　

日
本
の
綸
旨

　

日
本
で
は
、
摂
関
期
以
降
、
綸
旨
と
い
う
文
書
が
頻
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
中
世

に
は
全
盛
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
古
文
書
学
で
は
、蔵
人
が
天
皇
の
意
を
奉
じ
て
、

蔵
人
が
直
接
自
分
で
記
す
文
書
と
定
義
さ
れ
る
（
（5
（

。

　

現
存
す
る
文
書
と
し
て
の
綸
旨
は
、
寛
仁
三
年
（
一
○
一
九
）
の
も
の
が
最
古
で

あ
る
が
、
古
記
録
に
は
、
綸
旨
と
い
う
こ
と
ば
は
頻
出
し
、
十
世
紀
後
半
ま
で
遡
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
（5
（

。

　

し
か
し
、
綸
旨
と
い
う
語
自
体
の
使
用
は
さ
ら
に
遡
っ
て
確
認
で
き
る
。
管
見
の

か
ぎ
り
、
も
っ
と
も
古
い
使
用
例
は
次
の
官
符
に
み
え
る
も
の
で
あ
る
。

『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
二
、
隠
首
括
出
浪
人
事

太
政
官
符

　

応
二
京
職
畿
内
七
道
諸
国
括
二
部
内
浮
宕
百
姓
一
事

右
、
伊
勢
国
司
解
偁
、
当
土
之
民
浮
二
宕
部
内
一、
差
科
之
日
徭
夫
数
少
。
仍

仰
二
諸
郡
一
精
加
二
検
括
一、
或
罔
逃
除
レ
帳
、
或
詐
レ
死
棄
レ
名
、
被
レ
駆
二
王
臣
家

之
荘
一、
徒
免
二
課
役
之
務
一。
今
加
二
訪
捉
一、
多
獲
二
隠
首
一。
除
レ
帳
之
人
以
為
二

立
還
一、
詐
レ
死
之
民
以
為
二
括
出
一。
並
悉
編
二
附
本
籍
一
已
訖
。
但
諂
諛
之
徒
詐

冒
二
貫
属
一。
尋
勘
二
籍
帳
一
既
是
不
レ
合
。
雖
レ
加
二
推
詰
一
猶
称
二
土
民
一。
仍
勒
二

歴
名
一、
具
載
二
別
巻
一
者
。
内
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
、
今
拠
二
解
状
一
益
レ
口
将
レ
千
、
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於
レ
是
、
奉
二
綸
綍
一、 

綜
緝
之
外
、
更
在
二
人
口
一、
尽
以
撰
集
、
成
二
数
十
卷
一。

と
見
え
る
。『
新
撰
万
葉
集
』
巻
上
は
、
寛
平
五
年
（
八
九
三
）
九
月
、
菅
原
道
真

が
宇
多
天
皇
の
命
に
よ
り
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、こ
こ
に
は
「
綸
綍
」
を
奉
わ
っ

て
、撰
集
し
た
こ
と
が
見
え
る
。綸
に
詔
・
勅
の
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
綸
旨
と
は
詔
・
勅
い
ず
れ
の
場
合
に
も
代
用
で
き
る

王
言
を
広
く
指
す
こ
と
ば
、
普
通
名
詞
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
は
中
国

の
事
例
と
同
様
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、ど
の
よ
う
に
し
て
綸
旨
と
い
う
語
が
日
本
に
伝
来
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
点
を
明
確
に
示
す
こ
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
手
が

か
り
は
あ
る
。
ま
ず
、
弘
仁
十
一
年
に
成
立
し
た
、
最
澄
『
顕
戒
論
』
巻
下
、
開
下

示
山
中
大
乗
出
家
為
レ
国
常
転
二
大
乗
一
明
処
上　

四
十
四
（
（5
（

を
あ
げ
よ
う
。

僧
統
奏
曰
、
又
太
政
官
去
延
暦
二
十
五
年
正
月
二
十
六
日
符
偁
、
被
二
右
大
臣

宣
一
偁
、
奉
レ
勅
、
準
二
十
二
律
一、
定
二
度
者
数
一。
受
戒
之
後
、
皆
令
下
先
読
二
誦

二
部
戒
本
一、
諳
中
案
一
巻
羯
磨
四
分
律
鈔
上、
更
試
二
十
二
条
一。
本
業
十
条
、
戒

律
二
条
。
通
二
七
以
上
一
者
、
依
レ
次
差
二
任
、
立
義
・
複
講
・
諸
国
講
師
一。
雖

レ
通
二
本
業
一
不
レ
習
二
戒
律
一、
不
レ
聴
二
任
用
一
者
。
謹
依
二
勅
旨
一、
施
行
久
矣
。

加
以
、
年
分
度
者
、
本
為
レ
鎮
レ
国
。
故
於
二
宮
中
一、
歳
初
令
レ
度
、
三
司
共
会
、

簡
二
取
才
長
一。
乃
受
戒
日
、
省
寮
同
集
、
勘
二
会
本
籍
一。
而
今
言
下
在
レ
山
独

令
二
出
家
一、
亦
与
中
大
戒
上
者
、
既
毀
二
先
帝
之
綸
旨
一。
亦
侮
二
如
来
之
制
戒
一。
已

上
奏
文
。

（
中
略
）

然
則
、
円
宗
三
学
、
不
レ
絶
二
本
朝
一、
先
帝
御
願
、
永
伝
二
後
際
一。
夫
台
山
五
寺
、

山
中
度
レ
人
。
中
使
簡
択
、
更
無
二
偸
濫
一。
況
我
千
年
之
君
、
移
二
出
家
於
叡
山
一、

授
二
仏
戒
於
叡
嶺
一。
竊
以
、
退
レ
山
住
レ
邑
者
、
深
破
二
先
帝
之
綸
旨
一。
山
学
山

度
者
、
何
亦
侮
二
如
来
之
制
戒
一
也
。

　

最
初
の
綸
旨
は
、
僧
綱
が
年
分
度
者
に
か
か
わ
る
延
暦
二
十
五
年
正
月
二
十
六
日

符
（
弘
仁
治
部
格
に
収
録
）
を
引
用
し
、
大
乗
戒
壇
に
よ
る
年
分
度
者
が
比
叡
山
で

独
自
に
出
家
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
こ
と
に
関
し
て
、「
既
に
先
帝
の
綸
旨
を

毀
つ
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
綸
旨
は
、
先
の
奉
勅
を
経
た
延
暦
二
十
五
年
官
符
を
指

し
て
い
る
。

　

二
度
目
の
綸
旨
は
、
最
澄
の
主
張
で
、
延
暦
寺
の
年
分
度
者
の
正
統
性
を
論
じ
、

天
台
の
度
者
の
排
除
を
行
う
こ
と
は
、「
深
く
先
帝
の
綸
旨
を
破
る
」
と
反
駁
し
て

い
る
。
こ
れ
も
、
延
暦
二
十
五
年
官
符
を
指
し
て
い
る
。

　

一
方
、
最
澄
は
、『
顕
戒
論
』
の
中
で
、
し
ば
し
ば
『
不
空
三
蔵
表
制
集
（
（5
（

』
を
引

用
し
て
い
る
が
、
そ
の
巻
三
に
は
、

凡
得
二
梵
本
瑜
伽
真
言
経
論
五
百
余
部
一、
奉
二
為
国
家
一
詳
訳
二
聖
言
一、
広
崇
二

福
祐
一。
天
宝
五
載
却
至
二
上
都
一。
奉
二
玄
宗
皇
帝
恩
命
一、
於
内
建
二
立
道
場
一。

所
レ
齎
梵
経
尽
許
二
翻
訳
一。
及
二
肅
宗
皇
帝
一
配
二
天
継
聖
一、
特
奉
二
綸
旨
一、
於
二

内
道
場
一
建
二
立
護
摩
及
灌
頂
法
一。

と
あ
り
、
不
空
が
「
特
に
綸
旨
を
奉
わ
り
、
内
道
場
に
護
摩
及
び
灌
頂
を
建
立
す
」

と
の
表
記
が
あ
る
。
ち
な
み
に
内
道
場
の
影
響
を
受
け
て
、
空
海
が
宮
中
真
言
院
を

造
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
（5
（

。
そ
し
て
空
海
が
「
表
制
集
」
を
将
来
し
て
い

た
こ
と
は
、「
僧
空
海
請
来
目
録
（
（5
（

」
に
「
大
唐
大
興
善
寺
大
弁
正
大
広
智
三
蔵
表
答

碑
六
巻
」
と
見
え
る
。

　

さ
ら
に
、
先
に
示
し
た
『
貞
元
新
定
訳
教
目
録
』
は
、
貞
元
十
五
年
（
七
九
九
）

に
徳
宗
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
に
完
成
し
た
経
典
目
録
で
、
入
唐

僧
を
は
じ
め
当
代
僧
侶
の
必
見
の
目
録
で
あ
っ
た
。
最
澄
は
在
唐
中
に
綸
旨
を
知
っ

た
可
能
性
の
み
な
ら
ず
、
手
持
ち
の
史
料
の
な
か
に
も
唐
代
の
綸
旨
の
語
を
含
ん
だ

も
の
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
宝
亀
十
一
年
（
七
八
○
）
官
符
に
す
で
に
綸
旨
は
見
ら
れ
る
か
ら
、

最
澄
や
空
海
が
初
め
て
採
用
し
た
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
入
唐
僧
が
綸
旨
と
い
う

用
語
を
受
容
し
、
広
め
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

筆
者
は
、
前
稿
で
、
教
・
誥
・
帖
な
ど
の
中
国
の
文
書
様
式
が
入
唐
僧
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
が
元
に
な
っ
て
意
味
内
容
が
換
骨
奪
胎
さ
れ
、
取
捨
選
択
を
経
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な
が
ら
、
中
世
的
な
文
書
名
式
に
発
展
し
た
可
能
性
を
示
し
た
が
、
綸
旨
に
つ
い
て

も
僧
侶
の
関
与
が
濃
厚
で
あ
る
と
考
え
る
。
当
初
の
綸
旨
に
は
、
天
皇
の
命
と
い
う

以
外
の
意
味
は
な
く
、
蔵
人
に
よ
る
奉
書
と
い
う
機
能
は
後
々
付
加
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
十
世
紀
の
後
半
に
な
っ
て
、
天
皇
の
命
を
蔵
人
が
奉
じ
る
綸

旨
と
い
う
新
た
な
機
能
を
持
つ
「
綸
旨
」
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
を

現
時
点
で
明
確
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
日
本
の
場
合
、
天
皇
の
み
が
宣
旨
を
使

用
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、一
つ
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
天
皇
の
み
の
宣
旨
と
い
う
意
味
か
ら
「
綸
旨
」
が
派
生
し
た
と
考
え
る
の

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
今
後
の
研
究
に
俟
つ
部
分
は
大
き
い
が
、
一
つ
の
可
能
性
と

し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

中
国
に
お
け
る
宣
旨
は
、
皇
帝
の
口
頭
表
現
を
強
調
す
る
王
言
で
あ
っ
た
が
、
日

本
で
は
、
中
国
制
に
範
を
取
り
、
天
皇
の
口
頭
に
用
い
る
語
と
し
て
大
宝
令
当
初
に

導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
天
皇
固
有
と
い
う
意
味
合
い
は
次
第
に
薄
れ
、
口
頭
と
の

関
係
の
み
が
機
能
と
し
て
残
さ
れ
た
が
、
高
麗
で
は
、
中
国
か
ら
の
制
約
を
受
け
な

い
か
ぎ
り
、
王
言
と
し
て
の
機
能
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
現
象
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
情
を
誠
に
よ
く
示
し
て
い
る
。
日
本
で
は
、
中
国
の

礼
制
か
ら
比
較
的
自
由
で
あ
っ
た
た
め
、
公
式
令
に
詔
や
勅
な
ど
の
王
言
を
継
受
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
王
言
と
し
て
の
宣
旨
で
は
な
く
、
口
頭
と
の
親
和
性

が
高
い
機
能
を
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
律
令
制
の
成
熟
に
と
も
な
う

文
書
行
政
が
敷
衍
化
す
る
な
か
で
、
前
代
以
来
の
口
頭
の
機
能
を
宣
旨
に
託
し
た
と

み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

一
方
、
高
麗
で
は
、
中
国
王
朝
に
よ
る
礼
の
制
約
が
あ
り
、
朝
鮮
三
国
お
よ
び
統

一
新
羅
時
代
に
は
、
王
言
に
教
を
用
い
て
い
た
。
ま
た
、
高
麗
初
期
に
は
詔
を
用
い

た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
北
宋
と
の
事
大
関
係
か
ら
ま
も
な
く
教
へ
と
変
更
さ
れ
た
（
（5
（

。

宣
旨
に
つ
い
て
も
、
中
国
王
朝
（
元
）
と
の
関
係
か
ら
名
称
を
変
更
し
た
こ
と
は
先

に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
と
に
よ
る
と
、
中
国
の
公
式
令
に
規
定
さ
れ
た
詔
や

勅
な
ど
の
王
言
を
回
避
す
る
た
め
に
、
高
麗
で
は
中
国
令
に
規
定
の
な
い
宣
旨
（
聖

旨
）
を
王
言
と
し
て
使
用
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
中
国
に
お
け
る
宣
旨
の
機
能
の

う
ち
、
高
麗
で
は
口
頭
で
は
な
く
、
王
言
の
機
能
を
強
く
継
受
し
た
理
由
は
、
中
国

と
の
礼
制
と
の
関
係
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

綸
旨
も
、
中
国
で
は
皇
帝
の
命
と
い
う
意
味
の
普
通
名
詞
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が

入
唐
僧
な
ど
を
通
し
て
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
。
当
初
は
、
単
に
天
皇
の
命
と
い
う

意
味
で
あ
っ
た
が
、
後
に
そ
の
機
能
は
変
化
を
加
え
ら
れ
な
が
ら
中
世
文
書
に
転
成

し
た
と
考
え
た
。
文
書
の
名
称
は
そ
の
ま
ま
に
、
機
能
が
変
化
、
あ
る
い
は
付
加
さ

れ
た
こ
と
は
、
前
稿
で
述
べ
た
御
教
書
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
中
国
の

名
称
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
は
、
唐
物
と
同
じ
く
、
日
本
文
化
の
規
範
が
中
国
に
あ
っ

た
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
新
た
な
文
書
が
出
現
し
た
背
景
に
は
、
日
本
の
社
会
が
成
熟
す
る
な
か

で
、
公
式
令
の
文
書
様
式
だ
け
で
は
不
十
分
と
な
り
、
そ
の
欠
を
補
う
た
め
に
、
中

国
の
文
書
名
に
、
新
た
な
機
能
を
付
し
て
転
生
さ
せ
る
試
み
が
営
々
と
し
て
続
い
た

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
の
い
く
つ
か
は
生
き
残
り
、
中
世
社
会
で
重
要
な
役
割
を

果
た
す
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
中
国
・
朝
鮮
以
外
の
東
ア
ジ
ア
の
国
々
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
検

討
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
補
塡
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
1
）　

黒
板
勝
美
「
古
文
書
学
概
論
」（『
虚
心
文
集
』
六
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
四
○
年
）

（
2
）　

相
田
二
郎
「
宣
旨
」（『
日
本
の
古
文
書
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
）

（
3
）�　

佐
藤
進
一
『
新
版　

古
文
書
学
入
門
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
○
○
三
年
、
旧
版
一
九
七
一

年
）

（
4
）�　

早
川
庄
八
『
宣
旨
試
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
○
年
）。
以
下
、
と
く
に
記
さ
な
い
か
ぎ

註
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り
、
早
川
の
見
解
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
5
）　

早
川
庄
八
『
日
本
古
代
官
僚
制
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）

（
6
）�　

近
年
の
代
表
的
な
成
果
と
し
て
、
筆
者
の
責
任
編
集
に
な
る
吉
村
武
彦
ほ
か
編
『
古
代
史
を

ひ
ら
く　

文
字
と
こ
と
ば
』（
岩
波
書
店
、
二
○
二
一
年
）
を
あ
げ
て
お
く
。

（
7
）�　

川
尻
秋
生
「
九
世
紀
に
お
け
る
唐
制
受
容
の
一
様
相
」（『
日
本
史
研
究
』
六
六
七
、
二
○
一
八

年
）

（
8
）�　

三
上
喜
孝
「
文
書
様
式
「
牒
」
の
授
受
を
め
ぐ
る
一
考
察
」（『
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人

類
学
論
集
』
七
、
二
○
○
六
年
）

（
9
）　

以
下
、
中
国
の
正
史
は
中
華
書
局
標
点
本
に
よ
る
。

（
10
）�　

中
村
裕
一
「
口
宣
」（『
唐
代
制
勅
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
）、
同
「
宣
」（『
隋
唐

王
言
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
○
○
三
年
）

（
11
）�　

矢
木
毅
「
高
麗
王
言
考
」（『
高
麗
官
僚
制
度
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
○
○
八

年
）、
川
西
裕
也
「
朝
鮮
初
期
に
お
け
る
官
教
文
書
様
式
の
変
遷
」（『
九
州
大
学
人
文
学
叢
書

五　

朝
鮮
中
近
世
の
公
文
書
と
国
家
』
九
州
大
学
出
版
会
、
二
○
一
四
年
）

（
12
）�　

西
南
師
範
大
学
・
高
麗
史
標
点
校
勘
本
（
人
民
出
版
社
、
二
○
一
四
年
）
に
よ
る
。
た
だ

し
、
鍵
括
弧
は
筆
者
が
補
っ
た
。

（
13
）　

川
西
前
掲
論
文

（
14
）　

川
尻
前
掲
註
（
7
）
論
文

（
15
）　

相
田
前
掲
書

（
16
）　

佐
藤
前
掲
書

（
17
）　

土
田
直
鎮
「
内
侍
宣
に
つ
い
て
」（『
奈
良
平
安
時
代
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
二
年
）

（
18
）�　

鈴
木
茂
男
「
宣
旨
考
」（『
古
代
文
書
の
機
能
論
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）、

五
味
文
彦
「
宣
旨
類
」（『
日
本
歴
史
』
四
一
七
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
に
引
き
継
が
れ
た
。

（
19
）�　

こ
の
勘
文
の
一
部
は
、
天
然
痘
の
対
処
法
を
諸
国
に
命
じ
た
『
類
聚
符
宣
抄
』
第
三
、
疾

疫
、
天
平
九
年
六
月
二
十
九
日
太
政
官
符
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ま
っ
た
く
の
虚
構

で
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

（
20
）　

今
江
広
道
「
宣
旨
」（『
日
本
古
文
書
学
講
座
三　

古
代
編
二
』
雄
山
閣
出
版
、一
九
八
四
年
）

（
21
）　

吉
川
真
司
「
奈
良
時
代
の
宣
」（『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
八
年
）

（
22
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
四
、
二
四
六
頁
）

（
23
）　

中
村
裕
一
前
掲
論
文

（
24
）�　

川
尻
秋
生
「「
弘
仁
格
抄
」
の
特
質
」（『
日
本
古
代
の
格
と
資
財
帳
』
吉
川
弘
文
館
、

二
○
○
三
年
）。
転
写
に
際
し
て
、
書
き
落
と
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
25
）�　

こ
の
官
符
に
宣
者
が
み
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
明
確
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
平
十
年

官
符
は
貞
観
・
延
喜
格
で
言
え
ば
、
臨
時
格
に
当
た
る
も
の
で
、
広
く
世
に
知
ら
し
め
る
必
要

の
な
い
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
正
倉
院
文
書
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
物
品
を
調
達
す
る
天

皇
の
口
頭
に
よ
る
命
令
が
、
法
令
の
元
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
26
）　

早
川
庄
八
「
上
卿
制
の
成
立
と
議
政
官
組
織
」（
前
掲
『
日
本
古
代
官
僚
制
の
研
究
』）

（
27
）　

吉
川
真
司
「
上
宣
制
の
成
立
」（
前
掲
『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』）

（
28
）　

森
田
悌
「
奏
請
制
度
の
展
開
」（『
日
本
古
代
の
政
治
と
地
方
』
高
科
書
店
、
一
九
九
八
年
）

（
29
）�　

開
元
二
十
一
年
十
二
月
に
中
書
侍
郎
同
中
書
門
下
平
章
事
、
同
二
十
二
年
五
月
に
中
書
令
、

同
二
十
四
年
十
一
月
に
罷
免
。

（
30
）�　

中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
『
張
九
齢
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
○
○
八
年
）
に
よ
る
。
な

お
、
一
部
表
記
・
句
点
の
位
置
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
31
）　
『
張
九
齢
集
校
注
』
は
開
元
二
十
三
年
秋
の
こ
と
と
す
る
。

（
32
）　
『
張
九
齢
集
校
注
』
は
開
元
二
十
三
年
の
こ
と
と
す
る
。

（
33
）　
『
張
九
齢
集
校
注
』
は
開
元
二
十
四
年
の
こ
と
と
す
る
。

（
34
）�　

中
国
で
の
御
前
会
議
に
つ
い
て
は
、
松
本
保
宣
『
唐
王
朝
の
宮
城
と
御
前
会
議
』（
晃
洋
書

房
、
二
○
○
六
年
）
参
照
。

（
35
）�　

政
事
堂
会
議
に
つ
い
て
は
、
川
尻
秋
生
「
日
本
古
代
に
お
け
る
合
議
制
の
特
質
―
畿
内
政
権

論
批
判
序
説
―
」（『
歴
史
学
研
究
』
七
六
三
、
二
○
○
三
年
）。
な
お
、
中
国
で
の
研
究
と
し

て
、
謝
元
魯
『
唐
代
中
央
政
権
決
策
制
度
』（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）、
劉
后
浜
『
唐
代

中
書
門
下
体
制
研
究
』（
斉
鲁
書
社
、
二
○
○
四
年
）
も
参
照
。

（
36
）　

川
尻
前
掲
註
（
35
）
論
文

（
37
）　
『
張
九
齢
集
校
注
』
は
開
元
二
十
三
年
冬
の
こ
と
と
す
る
。

（
38
）　
『
張
九
齢
集
校
注
』
は
開
元
二
十
三
年
の
こ
と
と
す
る
。

（
39
）�　

東
野
治
之
「
内
廷
と
外
廷
―
宮
内
省
の
性
格
を
中
心
と
し
て
―
」（『
長
屋
王
木
簡
の
研
究
』

塙
書
房
、
一
九
九
六
年
）、
古
瀬
奈
津
子
「「
内
廷
」
と
「
外
廷
」
―
日
本
古
代
史
に
お
け
る

「
内
廷
」
と
「
外
廷
」
概
念
再
検
討
の
た
め
に
―
」（『
日
本
古
代
の
王
権
と
儀
式
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
八
年
）

（
40
）�　

川
尻
秋
生
「
陣
定
の
成
立
」（
吉
村
武
彦
編
『
日
本
古
代
の
国
家
と
王
権
・
社
会
』
塙
書
房
、

二
○
一
四
年
）

（
41
）　

土
田
前
掲
論
文
。
吉
川
真
司
「
律
令
国
家
の
女
官
」（
前
掲
『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』）。

（
42
）　

上
海
古
籍
出
版
社
標
点
本
に
よ
る
。

（
43
）　

中
華
書
局
標
点
本
に
よ
る
。

（
44
）　
『
唐
会
要
』
巻
五
十
三
、
雑
録
に
、

　
　
　
　

�

貞
元
九
年
七
月
、
詔
二
宰
相
一
以
レ
旬
秉
筆
決
レ
事
。
初
、
至
徳
中
、
宰
相
迭
二
秉
筆
一
処
断
、

毎
二
十
日
一
一
易
。
及
二
賈
耽
・
趙
憬
・
陸
贄
・
盧
邁
、
同
平
章
政
事
一、
百
寮
有
司
問
白
、

相
譲
不
レ
言
。
於
レ
是
奏
議
、
請
二
旬
秉
筆
者
一
出
応
之
。
其
後
、
又
請
三
毎
レ
日
更
二
秉
筆
一、

迭
以
応
レ
事
。

　
　

�

と
あ
り
、
貞
元
九
年
七
月
、
詔
に
よ
り
十
日
ご
と
に
秉
筆
を
変
え
た
の
は
、
賈
耽
・
趙
憬
・
陸

贄
・
盧
邁
ら
が
宰
相
に
な
っ
た
際
、
譲
り
合
っ
て
発
言
し
な
か
っ
た
た
め
だ
と
も
い
う
。
こ
う

し
た
宰
相
の
関
与
具
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
皇
帝
の
力
や
宰
相
の
個
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
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（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院　

教
授
）

（
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
一
日
受
付
、
二
〇
二
三
年
三
月
三
一
日
審
査
終
了
）

大
き
い
の
だ
ろ
う
。

（
45
）�　

藤
原
仲
麻
呂
政
権
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
岸
俊
男
『
藤
原
仲
麻
呂
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
七
年
）
参
照
。

（
46
）　

中
華
書
局
標
点
本
に
よ
る
。

（
47
）�　
「
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
」（『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝　

釈
迦
方
誌
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇

年
）

（
48
）　
『
貞
元
新
定
訳
教
目
録
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
№
二
一
五
七
）

（
49
）�　

経
典
の
漢
訳
に
つ
い
て
は
、
船
山
徹
『
仏
典
は
ど
う
漢
訳
さ
れ
た
の
か
』（
岩
波
書
店
、

二
○
一
三
）
参
照
。

（
50
）　

中
村
裕
一
「
勅
牒
」（
前
掲
『
隋
唐
王
言
の
研
究
』）

（
51
）　

佐
藤
進
一
「
綸
旨
」（
前
掲
『
新
版　

古
文
書
学
入
門
』）

（
52
）　

古
瀬
奈
津
子
「
綸
旨
の
成
立
」（『
法
制
史
研
究
』
五
五
、
二
○
○
五
年
）

（
53
）　

川
尻
前
掲
註
（
7
）
論
文

（
54
）　
『
新
編
国
歌
大
観
』
二　

歌
集
編
に
よ
る
。

（
55
）　

日
本
思
想
大
系
四
『
最
澄
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）
に
よ
る
。

（
56
）�　
「
代
宗
朝
贈
司
空
大
弁
正
広
智
三
蔵
和
上
表
制
集
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
№
二
一
二
○
）。

唐
代
の
僧
と
し
て
著
名
な
不
空
三
蔵
（
七
○
五
～
七
七
四
）
の
文
集
で
、
弟
子
の
円
照
が
八

世
紀
末
頃
に
全
六
巻
と
し
て
ま
と
め
た
。『
不
空
三
蔵
表
制
集
』
に
つ
い
て
は
、
久
曾
神
昇
編

『
不
空
三
蔵
表
制
集　

他
二
種
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
し
た
。

（
57
）　
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
元
年
十
二
月
乙
未
条

（
58
）　
「
僧
空
海
請
来
目
録
」（『
平
安
遺
文
』
四
三
二
七
号
文
書
）

（
59
）�　

川
尻
前
掲
註
（
7
）
論
文
。
な
お
、
唐
公
式
令
で
は
、
親
王
・
公
主
が
用
い
る
様
式
が
「
教
」

で
あ
る
。
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Senji and Rinji: Perspectives on East Asian Comparative Paleography

KAWAJIRI Akio

In this paper, a comparison is made between Japanese and Tang Dynasty documents regarding 

the “宣旨 Senji” and “綸旨 Rinji”. The author, feeling the need for an East Asian paleography, has 

been examining documents of a style not stipulated in official Japanese decrees, and this paper is 

a continuation of that effort. The word “ Senji” originated in China and was stipulated in the Taiho 

ordinance as a term used for the emperor’s orals, but its meaning of being specific to the emperor 

gradually faded away, leaving only a relationship with the orals.

The “奉勅上宣太政官符 Houchoku-Jousen-Dajoukanpu” was a copycat of a letter of response 

from the prime minister to the emperor in the Tang Dynasty’s “政事堂 Seiji-dou” and may have been 

established under 藤原仲麻呂  Fujiwara -no-Nakamaro’s policy of Tang-style government. 

On the other hand, “Rinji” was a common noun in China, but it was introduced to Japan through 

documents written by Buddhist monks who entered the Tang Dynasty and Buddhist documents. 

Initially, it meant only the emperor’s order, but later its function changed, and the function of the 

emperor’s order was added by “蔵人 Kuroudo” to “奉書 Housho”, and it was considered to have been 

transformed into a medieval document.

Key words: Senji, Houchoku-Jousen-Dajoukanpu, Rinji, East Asian Comparative Paleography, 

Comparison of Japan-Tang




